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指定等基準の今後の検討の進め方について
 指定基準、解除基準の検討に当たっては、各国の競争評価等の考え方（資料４）も踏まえると、
競争的な電力・ガス市場研究会中間論点整理において提案されている「解除基準」を基礎として、
必要に応じて、その具体化等を議論していくことでよいか。
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指定等基準の今後の検討の進め方について②
 経過措置料金制度やその今後の在り方に関する議論が行われていること自体について、消費者を
はじめとする需要家の認知度の重要性について指摘があった。

 また、指定又は解除の在り方について、地域ごとの競争状況の違い等を踏まえつつ、広く消費者等
の需要家からご意見を伺うべきであるとのご意見があったことを踏まえて、今後、事務局において、各
地域においても、各地域の消費者団体等のサポートをいただき、できるだけオープンな形で、需要家
の方々との意見交換等を丁寧に行い、本専門会合における議論に反映していく必要があるのでは
ないか。
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今後の検討事項について
 これまでの本専門会合におけるご指摘（資料３）を踏まえると、今後、検討を深める必要がある
事項として、次の項目が考えられるのではないか。他に検討すべき事項として、どのような事項が考
えられるか。
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＜消費者等の状況＞
 解除する際の消費者等に対する説明・周知の在り方、消費者の関心・認識等を踏まえた判断の在り方。
 消費者等の選択環境の整備、分かりやすい情報提供。
＜現在の競争圧力＞
 市場支配力を持つ事業者が既に存在すること、新電力でも競争基盤が多様であることを踏まえた「有力で独立し
た複数の競争者」の定義。

 卸市場の状況や競争者が利用可能な供給余力の状況
 寡占的協調の防止等
＜競争の持続性・事後監視＞
 電源アクセスに関する環境整備。特に、旧一般電気事業者（発電部門）が保有する電源に関して、旧一般電
気事業者（小売部門）と新規参入者が同様の経済的条件で卸供給を受けることが可能な競争環境の在り方
（発電部門における市場支配力を小売部門における地位の維持のために利用することの防止）。

 経過措置規制が解除された後における市場支配力の不当な行使の防止（不当な値上げに対する事後監視の
在り方）。

 卸市場の状況や競争者が利用可能な供給余力の状況（再掲）
＜その他＞
 福祉的視点、省エネ促進の視点から、3段階料金メニューの評価(代替策の必要性等）
 競争を促進していくための課題の整理
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